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第４期がん対策推進基本計画（令和５年３月28日閣議決定）概要



1位 2位 3位 4位 5位

男女計 肺 大腸 膵臓 胃 肝臓 大腸を結腸と直腸に分けた場合、結腸4位、直腸7位

男性 肺 大腸 胃 膵臓 肝臓 大腸を結腸と直腸に分けた場合、結腸4位、直腸7位

女性 大腸 肺 膵臓 乳房 胃 大腸を結腸と直腸に分けた場合、結腸3位、直腸10位

がんの現状 日本におけるがんは、最も重要な健康課題であり、その影響は年々増大

しています。

死因第1位（約28%）
一生のうち2人に1人が罹患
75歳以上で急増、地域の高齢化と強く関連
健康寿命を大きく左右する要因

健康寿命を延ばすために、早期発見と予防策が必要です。





肺がんの年齢調整死亡率・将来推計死亡数



大腸がんの年齢調整死亡率・将来推計死亡数



大腸がんの統計情報



大腸がんの統計情報



喫煙：がん死亡の約30%
飲酒：口腔・食道がん等のリスク増

肥満・運動不足：大腸がん

受動喫煙

予防が必要な健康課題であり、行政

施策で改善可能な要素が多い

がんの危険因子：
予防可能な領域



大腸がん検診受診率は

目標を大きく下回る



がん対策の政策的意義
健康寿命の延伸に直結

がんは要介護化や死亡の主要因であり、予防と早期発

見の推進は地域住民の健康寿命延伸に不可欠である。

生活の質を保ちながら長く暮らせる地域づくりの基盤

となる施策である。

検診・禁煙・ワクチンは費用対効果が高い

がん予防策は医療資源の投入に対する健康利益が大

きく、特に禁煙支援やがん検診は死亡率低下に直結

する費用対効果の高い施策である。自治体として優

先的に推進すべき分野である。

進行がん治療の医療費負担は大きい

進行がんは長期入院や高額薬剤治療が必要となり、

個人・医療保険財政双方に多大な負担を与える。予

防や早期発見が進めば、医療費の増加抑制にも寄与

する点が重要である。

生産年齢人口の健康維持に不可欠

生産年齢層のがん罹患は、就労継続の困難や企業の生

産性低下につながる。予防と検診の徹底は、地域経済

を支える働き手の健康維持に不可欠であり、社会全体

の持続性に直結する。


